
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕
 XR技術（AR／VR／MR）、遠隔支援システム、技術訓練用シミュレーションシステム

水道施設では、定期点検などの業務はマニュアル化されており、新人職員でも対応可能な体

制が整っています。しかし、設備の突発的な不具合など予期できない事象には、マニュアルだ

けでは対応が難しく、ベテラン職員の経験に頼らざるを得ない状況です。その結果、技術継承

の困難さや、作業中のヒューマンエラー、対応のばらつきが課題となっています。

川９ 現場力の維持とXR技術の活用

研修のXR化

VRのイメージ

この属人的な対応は、技術継承の困難さや、ヒューマンエラー、対応のばらつきといった

課題を生んでいます。特に、ベテラン職員の退職や人員減少が進む中で、将来的なリスクが懸

念されています。こうした課題に対し、XR（Extended Reality）技術の導入が有効です。AR

による作業手順のガイド表示や、VRによる異常対応の訓練などを通じて、ノウハウの継承、

作業支援、技術訓練の効率化が期待されます。

2  課題の詳細

求める技術︓⑭

川崎市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

定期点検、設備の突発対応、技術訓練、作業手順の確認、ベテラン職員のノウハウ継承、新人の実技教育

作業頻度：随時


